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研究成果の概要（和文）： 

領域の設定した５つの研究項目「情報認知のメカニズム」、「行動と運動の企画と制御」、「情動

の生成と制御」、「大脳による高次情報処理」と「言語とコミュニケーションの脳内メカニズム」

について、計画研究と公募研究の研究活動を推進した。１．夏の領域会議（毎年 7 月または 8

月、札幌）：計画研究代表者が研究目的、計画と現在までの成果を口演発表し、領域の全構成員

によって議論し批判やアドバイスが多く出された。２．夏のワークショップ、統合脳・サテラ

イトシンポジウム：領域の全構成員が参加し、４日間にわたって異なる研究分野の先端的な成

果と展望について講演と討論を行った。３．拡大総括班会議の開催：領域会議の推進方針の確

認と、研究連携について討論と確認を行った。４．公開シンポジウム、冬の領域会議（毎年 12

月、東京）：統合脳の他の４領域と合同で代表的な研究成果について公開シンポジウムを行った。

領域会議では、本年度の研究成果について公募研究代表者が口演発表ならびにポスター発表を

行った。５．冬のワークショップ(毎年 1月、北海道)：「脳と心のメカニズム」研究グループ他

と共同開催によって、国内外からの招待講演とポスター発表によって活発な研究討論を行った。  

 

 

研究成果の概要（英文）： 

The system study on higher-order brain functions covered five major research fields: 

object recognition and memory, movement and goal-directed action, inference and thought, 

emotion and motivation, and language. For 5 year term from 2004-2009, 6 researchers and 

a representative (Kimura) made plans for summer workshop, group meeting and symposia each 

ear. Under the program, about 50 researchers including core member and supporting member 

came to meet at meeting places in Sapporo in summer and at Tokyo in winter and made platform 

and poster presentations of papers of individual members. Winter workshop was also held 

in Hokkaido with talks of invited speakers not only from Japan but also from abroad and 

with about 100 attendants. There were very active discussions in these meetings among 

senior and junior researchers and graduate students about popular research fields and 

perspectives. The research group covers several different disciplines, such as system 

neurophysiology, functional imaging of human brain functions, cellular and synapse 

mechanisms, molecular biological mechanisms of brain function, and disorders of brain 

and nervous system. Peoples working in different disciplines gathered at the meetings 

and discussed about collaboration and future break through.  
 
 
 



交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2004 年度 3,500,000 0 3,500,000 

2005 年度 4,600,000 0 4,600,000 

2006 年度 4,400,000 0 4,400,000 

2007 年度 3,700,000 0 3,700,000 

2008 年度 4,300,000 0 4,300,000 

2009 年度 4,700,000 0 4,700,000 

総 計 25,200,000 0 25,200,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：神経科学、神経・筋肉生理学 
キーワード：認知と記憶、行動と運動、情動、思考・推論、言語 
 
１．研究開始当初の背景 
脳の神経回路のシステムとして達成される

高次の機能のしくみの理解は、まさに心のは

たらきの理解であり、近年の研究のめざまし

い発展と相俟って今後の発展が大いに期待

される。知覚、運動制御、記憶、情動などの

脳機能の研究は国内でも行われ、それらの研

究は水準が高く、大きな成果を挙げてきた。 
２．研究の目的 
本領域設定の第一の目的は、きわめて多様

な脳の高次機能の中で、特に重要で緊急性が

高く、活発な研究が推進されている研究分野

である情報認知のメカニズム、行動と運動の

企画と制御、情動の生成と制御、大脳におけ

る高次情報処理、言語とコミュニケーション

の脳内メカニズム、の５項目の研究を格段に

発展させることである。第二の目的は、脳の

機能分子、神経回路、脳の病態などの次元の

異なる研究との学際的な研究を推進するこ

とによって、統合的な脳機能の理解を目指す

ことである。 
３．研究の方法 
「統合脳」領域(1)の企画調整のもとで、領

域(3)神経回路機能、領域(4)分子脳、領域(5)

病態脳との密接な連携を図りつつ、脳の高次

機能システムの統合的な研究を推進する。そ

のために、実験動物の脳の神経細胞の担う情

報の表現、ヒトの高次機能のイメージング、

神経回路の同定、神経伝達物物質・調節物質

の作用、高次脳機能の計算理論、心理学など

の分野、研究手法を超えた視点に基づく総合

的研究を推進する。脳の高次機能の分野で、

萌芽的ないしは先駆的研究を推進している

研究者から公募研究を採択し、研究の裾野を

広げると共に、ブレイクスルーにつながる新

しい視点に立った研究を醸成する。研究成果

を積極的に発信し、また社会一般に向けた情

報発信に努める。 

 研究領域に総括班を設置し、領域の研究方

針の策定、研究項目間の連絡調整、研究者間

の情報交換と共同研究を促進する。領域に計

画研究を５項目設定して先導的な研究を推

進する。毎年夏と冬の 2回、領域会議を実施

して班員の研究発表を行うと共に、研究評価

者同席のもとで総括班員による会議の機会

を設け、領域の研究方針の策定と進捗状況の

点検を行う。異なる研究分野、研究手法の研

究者の参加するワークショップを毎年企

画・実施することによって、研究の展望や新

しい研究戦略、ブレイクスルーにつながる研

究を模索する。「統合脳」総括班と連携して、

定期的にニュースレターを発行し、ホームペ

ージを作成することによって、広く一般に研

究成果と活動状況を公開する。 

 

４．研究成果 

(1) 第 1 回拡大総括班会議（平成 17 年 6 月 6

日、京都）：17 年度の活動計画の策定と確



認を行い、研究活動の活性化、研究連携の

強化と若手育成に向けた５年間の活動方

針を議論し、確認した。 

(2) 夏の領域会議（平成 17 年 8月 20 日、松

代）：計画研究代表者全員が研究目的、計

画と現在までの成果を口演発表し、領域の

全構成員によって議論し批判やアドバイ

スが多く出された。 

(3) 夏のワークショップ、サテライトシンポ

ジウム（平成 17 年 8 月 18-21 日、松代）：

領域の全構成員が参加し、4日間にわたっ

て異なる研究分野の先端的な成果と展望

について講演と討論を行った。 

(4) 第２回拡大総括班会議（平成 17 年 8 月

20 日、松代）：領域会議の推進方針の確認

と、研究連携について討論と確認を行った。 

(5) シンポジウム、冬の領域会議（平成 17

年 12 月 22-23 日、東京）：統合脳の他の４

領域と合同で 17 年度の代表的な研究成果

について公開シンポジウムを行った。本領

域からは木村が研究成果に関する講演を

おこなった。領域会議では、本年度の研究

成果について公募研究代表者が口演発表

を、計画研究代表者がポスター発表を行っ

た。 

(6) 第３回拡大総括班会議（平成 17 年 12 月

22 日、東京）：領域会議における公募研究

の評価方針の確認と、研究連携について討

論と確認を行った。 

(7) 冬のワークショップ（平成 18 年 1 月

10-12 日、北海道）：「脳と心のメカニズム」

研究グループ他と共同開催によって、８名

（外国人２名）の招待講演とポスター54

演題によって活発な研究討論を行った。 

(8) 第４回拡大総括班会議（平成 18 年 3 月 1

日、京都）：平成１８，１９年度のワーク

ショップと領域会議の方針、および領域

内・外の研究連携について討論し、方針を

確認した。 

(9) 夏のワークショップ、サテライトシンポ

ジウム（平成 18 年 8月 23 日、札幌）：領

域の全構成員が参加し、「大脳皮質の機能

モジュール」というテーマで分子、回路、

システムにわたり２名の外国人講演者と

２名の日本人講演者による講演と議論が

活発に行われた。異なる研究分野の先端的

な成果と展望について講演と討論を行っ

た。 

(10) 拡大総括班会議（平成 18年 8月 23日、

札幌）：領域会議の推進方針の確認と、１

９度領域内審査会、中間評価ヒアリング

（平成 19 年 9 月、文科省）に向けて、さ

らに研究連携について討論と確認を行っ

た。 

(11) 夏の領域会議（平成 18 年 8 月 24 日、

札幌）：計画研究代表者全員が研究目的、

計画と現在までの進捗状況について口演

発表し、領域の全構成員、領域の評価者に

よって議論し批判やアドバイスが多く出

された。 

(12) シンポジウム、冬の領域会議（平成 18

年 12 月 17-19 日、東京）：統合脳の他の４

領域と合同で 18 年度の代表的な研究成果

について公開シンポジウムを行った。本領

域からは藤田一郎計画研究代表が研究成

果に関する講演をおこなった。領域会議で

は、領域の全構成員、領域の評価者の参加

のもとに、本年度の研究成果について公募

研究代表者が口演発表を、計画研究代表者

がポスター発表を行った。 

(13) 総括班会議（平成 18 年 12 月 18 日、東

京）：平成１９年７月に開催される領域内

審査会、９月の中間ヒアリングにどのよう

に対応するかについて議論を行った。 

(14) 冬のワークショップ（平成 19 年 1 月

9-11 日、北海道）：「脳と心のメカニズム」

研究グループ他と共同開催によって、８名

（外国人２名）の招待講演とポスター38

演題によって活発な研究討論を行った。 

(15) 拡大総括班会議（平成 19年 3月 30日、

京都）：平成１９年７月に開催される領域

内審査会、９月の中間ヒアリングにどのよ

うに対応するかについて、６名の総括班員

（欠席１名）および２名の評価者（欠席１

名）の参加によって議論を行った。また、

ワークショップと領域会議の方針、および

領域内・外の研究連携について討論し、方

針を確認した。 

(16) 総括班会議（平成 19 年 6 月 18 日、京

都）：予め公募研究代表者から提出された

研究課題の進捗状況に関する資料を基に、

平成１９年７月に開催される領域内審査



会で計画研究の評価の結果計画研究の交

代が必要になった場合に推薦する公募研

究代表者４名（推薦順に、川口泰雄、桜井 

武、南部篤、佐藤宏道）を選考した。 

(17) 領域内審査会（平成 19 年 7 月 28 日、

東京）：16 名の計画研究代表者が１７年度

以降の研究の進捗と今後の研究方針につ

いて、５名の審査委員の前で 10 分間のプ

レゼンテーション、10 分間の質疑応答を

行い、評価を受けた。それぞれの計画研究

に対して、A：期待通りもしくは期待以上

であり、現状のまま推進すればよい；A−：
努力の余地がある；B：一層の努力が必要

である、C：研究費の減額または助成の停

止が適当である、の４段階評価が与えられ

た。評価結果と５名の審査委員から評価コ

メントを領域代表（木村）がとりまとめ、

計画研究代表者宛に印刷物で送付し、評価

結果とコメントを基に今後の研究にどの

ように繁栄させることによって発展させ

るかについて計画研究代表者が領域代表

宛に返答することを依頼した。 

(18) 拡大総括班会議（平成 19年 8月 23日、

札幌）：領域会議の推進方針の確認と、中

間評価ヒアリング（平成 19 年 9 月、文科

省）に向けて、さらに研究連携について討

論と確認を行った。 

(19)１９年度夏の領域会議（平成 19 年 8 月

23 日、札幌）：計画研究代表者全員が研究

目的、計画と現在までの進捗状況について

口演発表し、総括班員を含む領域の全構成

員、領域の評価者によって議論し批判やア

ドバイスが多く出された。 

(20) 領域の中間評価ヒアリング（平成 19 年

9月 7日、日本学術振興会）：3年目を迎え

た段階までの領域の活動と計画研究、公募

研究による研究の進捗と成果発表の現状

について報告した。また、７月 28 日に開

催した領域内評価において、計画研究代表

者の交代を含む班員構成の再編案につい

ても発表した。その結果、高い水準で研究

活動が推進されており、研究領域内外との

連携活動も活発であり、このまま推進すれ

ば良い、という評価を得た。 

(21)「統合脳５領域」公開シンポジウム、冬

の領域会議（平成 19 年 12 月 22-24 日、東

京）：統合脳の他の４領域と合同で 19 年度

の代表的な研究成果について公開シンポ

ジウムを行った。本領域からは合原計画班

員が研究成果に関する講演をおこなった。

領域会議では、本年度の研究成果について

公募研究代表者が口演発表ならびにポス

ター発表を行った（夏の領域会議に参加で

きなかった計画研究代表者 1名を含む）。 

(22) 冬のワークショップ(平成 20 年 1 月

9-11 日、北海道)：「脳と心のメカニズム」

研究グループ他と共同開催によって、9名

（外国人２名）の招待講演とポスター31

演題によって活発な研究討論を行った。 

(23) 拡大総括班会議（平成 20年 6月 16 日、

京都）：領域の活動方針の確認、ワークシ

ョップと領域会議の活動方針の確認、領域

内・外の研究連携について討論と確認をお

こなった。 

(24) 夏のワークショップ、サテライトシン

ポジウム（平成 20 年 8月 7-10 日、札幌）：

領域の全構成員が参加し、４日間にわたっ

て異なる研究分野の先端的な成果と展望

について講演と討論を行った。 

(25) 拡大総括班会議（平成 20 年 8月 8日,9

日、札幌）：領域の推進方針の確認と、領

域内・外の研究連携について討論と確認を

おこなった。 

(26)２０年度夏の領域会議（平成 20 年 8 月 9

日、札幌）：計画研究代表者が研究目的、

計画と現在までの成果を口演発表し、領域

の全構成員によって議論し批判やアドバ

イスが多く出された。 

(27)「統合脳５領域」公開シンポジウム、冬

の領域会議（平成 20 年 12 月 12-14 日、東

京）：統合脳の他の４領域と合同で 20 年度

の代表的な研究成果について公開シンポ

ジウムを行った。本領域からは坂上計画班

員が研究成果に関する講演をおこなった。

領域会議では、本年度の研究成果について

公募研究代表者が口演発表ならびにポス

ター発表を行った。 

(28)拡大総括班会議（平成 20年 12 月 13 日、

東京）：領域の活動方針の確認、平成 22

年度以降の「脳科学分野への支援の在り方

に関する制度設計案」について、ならびに

21 年度の「新学術領域研究」への「統合



脳」としての対応について議論した。 

(29)冬のワークショップ(平成 21 年 1 月

13-15 日、北海道)：「脳と心のメカニズム」

研究グループ他と共同開催によって、９名

（外国人４名）の招待講演とポスター44

演題によって活発な研究討論を行った。  
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）       
領域(2)の主な発表論文：各計画研究代表者、
および公募研究代表者に下線 
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